




　
　

●かつて黒滝村には修
しゅ

験
げん

道
どう

の「行
ぎょう

者
じゃ

」
と呼ばれる大

おお

峯
みね

山
さん

への山上参りを行う
人々が日に 2000 人近く訪れていたと
言われています。また昭和初期の村の
人口は実に3000~4000人規模でした。
大正から昭和後期にかけて中戸区川戸
～寺戸の一帯には映画館、パチンコ屋、
旅館、魚屋、自転車屋、薬局、金物屋、呉
服屋、洋裁店、豆腐屋、煙

た ば こ

草屋、散髪屋、
美容院、雑貨屋、家具木工店、菓子店、饅

まん

頭
じゅう

屋、米屋、酒屋、電気屋、ガス屋、その
他公共施設が所狭しと立ち並び、村い
ちばんの賑わいを見せていました。そ
んな時代を経て、深刻な過疎化に直面
する現在まで残る数少ない店舗のひと
つ「桜井商店」で、現店主の桜井二

ふ

三
み

江
え

さんは生まれ育ちました。

◇村営発電所に勤務した父◇

●五條出身の父・芳
よし

蔵
ぞう

さんは村営の中
戸発電所（水力）で勤務していました。
発電量が不安定で「クロデン」（黒い
電気）「アカイトデンキ」（赤い糸のよ
うな電気）と揶揄された発電所でした
が、大正１０年、下市町岩森よりも早
くに黒滝に電気が開通し、村民を驚か
せました。その後、芳蔵さんは妻・ヨ
シヱさん（黒滝村）と共に、昭和三年頃、
吉野建ての店舗兼住居「桜井商店」を
オープン。食品や雑貨だけでなく、う
どんや酒類も提供する食堂でした。
●戦時中の食糧難の時代にはメリケン
粉とあんこで母・ヨシヱさんが作るエ
ビ入りの「あん巻き」が若者に人気と
なり、戦地の兵隊さんから母の元に、

「あん巻きの味が忘れられません。」と
手紙を頂いたこともあったそうです。

◇地域の中継地点として◇
●以前は村民の荷物や薬、苗などを
二三江さんが親切心から預かることも
多く、桜井商店が村の中継地点のよう
な役割を果たすこともしばしばでし
た。駄菓子屋として大勢の子供達で賑
わったのはもちろん、履物や電気部品
など多様な商品を取り扱っており、風
流な鳴き声が特徴的な「カジカ」の瓶
詰を販売していたこともありました。

◇道路拡
かく

幅
ふく

工事◇
平成 11 年に出合の交差点エリア一帯
は道路拡幅工事の為、立ち退きとなり、
お客さんは激減してしまいました。し
かし現在でも宅急便の取り扱いは「朴

ほお

の葉寿司」の贈り物（村の風習）の
シーズンには特に重宝され、少ないな
がらも毎年のように行者やサイクリン
グ、釣り客などの常連客が桜井さんを
慕って来てくれます。そして生来、誰
にも優しく、聞き上手な二三江さんの
気質があらゆる人に親しまれ、桜井商
店は地域住民の憩いの場として愛され
続けています。

◇行
ぎょう

者
じゃ

の休憩場所として◇

店主

桜井二
ふ

三
み

江
え

さん

桜
さ く ら

井
い

商
し ょ う

店
て ん

現在は主に駄菓子屋として営業していますが、 人気商品
の「大豆佃煮」 など一部食品の他、 宅急便や農作物の種

の取り扱いもあり、 重宝されています。

桜井商店　奈良県吉野郡黒滝村寺戸６２－７　

TEL ０７４７－６２－２２４３

吉野建て （傾斜地を利用
した２階に入口を作る吉野
地方の建築様式） の店舗
兼住居。 地下室はもとも

と食堂として使用されてお

り、 裏庭には井戸がある。

わたしたちの一生懸命をご賞味ください！

さ く らさ く ら いい し ょ うし ょ う て んて ん

昔懐かしの駄菓子屋さん

父 ・芳
よし

蔵
ぞう

さんが家族で住み込

み勤務した村営の中戸発電所

は、 左写真の倉庫や大木の手

前側に建設されていましたが、

写真はおろか、 その他の資料

もほとんど現存していないよう

です。 48kWh の低出力の為、

昭和に入る頃には電力不足と

なり、 宇治川電気からの送電

に頼らざるを得なくなりました。

赤滝方面からと脇川方面

からの川が合流する文字

通りの 「出
で

合
あい

橋」。

桜井商店前の出
で

合
あい

交差点

付近は、 大勢の人が行き

交いました。

黒滝村は修
し ゅ

験
げん

道
どう

の行者た

ちの通り道でした。 シーズ

ン時は昼夜問わず行者が

訪れ、 実質２４時間営業

状態がつづきました。

幼少時代の友達との貴重な写真

（左から二番目が桜井さん）
昭和 11 年頃　出合橋にて

中戸 （川戸） には水力発電所がありました

昭和３１年 9月　
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昭和57年４月　遍
へん

照
じょう

寺
じ

改築50周年記念（慶
けい

讃
さん

法
ほう

要
よう

）

写真は昭和４０年頃。 中戸区

川戸の庄
しょう

司
じ

家※現在は 「庄
しょう

屋
や

の家」 として森物語村に移設）

記録では大正10年 5月

～昭和２４年４月まで存

在したとされますが、 今

は跡地すら見当たりませ

ん。

ご近所の雑貨屋

「前田商店」 の前田華
はな

代
よ

さんは御年 93 歳！！黒

滝村には元気なおばあちゃ

んがいっぱいです！！



◇行
ぎょう

者
じゃ

の休憩場所として◇
◇全ての始まりは道の駅◇
●大人気を誇る「黒滝蒟

こん

蒻
にゃく

よもぎの里」
は、地元産こんにゃくなどの家庭の味
を、黒滝村の名物商品にまで押し上げ
商業化に成功したという点で、現在白
きゅうりの６次産業化を進める黒滝村
における６次産業化プロジェクトの先
例と見ることができます。平成４年、
長瀬にオープンした道の駅が観光客で
賑わっているのを見た岡村イツヨさん
は、長瀬の地区住民も何か売るべきだ
と考え、よもぎの草

くさ

餅
もち

等の販売を一人
５０００円持ちよって８名でスタート
しました。時を同じくして上質なこん
にゃくを製造・販売していた中戸地区
の４名と話し合い、合同チームとなっ
たことが会社の前身となりました。初
代会長は中戸地区の辻内八

や

重
え

菊
ぎく

さんで
した。開始当初は順風満帆とはいかず、
２～３年ほどは無収入状態が続きまし
た。騒音など様々な問題から製造所の
場所も決まらず、当番で各家庭で作っ
たり、プレハブを転々とするなど不安
定な日々が続きました。

◇元祖串こんにゃく◇
●平成 9年、現在の製造場所、販売場所
に村からの助成で作業所が建設され、
それを機に一人 35万円の出資で資本
金 315 万円、全員が取締役の有限会
社として本格スタートしました。安定
した作業所を得た「黒滝蒟蒻よもぎの
里」は、みるみる成長を遂げました。
●村一番の名物となった「串こんにゃ
く」は、元は端切れのこんにゃくを有
効活用するためのアイデア商品でし
た。吉野杉の割り箸に刺すことで食べ
やすさはもちろん、上品な香りが付き、

またたく間に人気商品となり、いまや
他の市町村のあちこちで串こんにゃく
を見かけます。全て手作りの元祖黒滝
の串こんにゃくには根強いファンが多
数おり、わざわざ串こんにゃくを食べ
る為だけに村を訪れる観光客が後を絶
たず、村への貢献は計り知れません。

◇平均年齢は７２歳◇
●もとより商売が苦手な黒滝の村民性
もあり、以前は「儲けるな」と理不尽
に怒られることもしょっちゅうだった
そうですが、「肝っ玉かあちゃん」た
ちは村おこしと生活の為、負けずに苦
労を乗り越え、結果を出すことで村に
貢献し続けました。
●平成２７年に岡村美佐子さんに代表
を譲り世代交代を進めていますが、現
在の平均年齢は７２歳。時代と共にま
とめ買いをするお客さんがどんどん減
り、売り上げもピーク時からは右肩下
がり。決して楽観視できる現状ではあ
りませんが、人口７５０人に満たない
黒滝村の熱意あるおばあちゃんたちに
よる「民間力」の独自ビジネスモデル
は注目され続け、日本中から見学や取
材が訪れ続けています。

前・代表

岡村イツヨさん

◇全ての始まりは道の駅◇ またたく間に人気商品となり、いまや

岡村イツヨさん岡村イツヨさん岡村イツヨさん
１９３３年２月 1日、下市町広橋で生まれ
育ち、１９５５年結婚を機に黒滝に移住す
るも夫の信

のぶ

夫
お

さんを早くに亡くし、農協に
就職。黒滝村森林組合に転職し、定年退職
後から「黒滝蒟

こん

蒻
にゃく

よもぎの里」を長瀬、中
戸地区の有志と立ち上げた。代表を遠縁の
親戚にあたる岡村美

み

佐
さ

子
こ

さんに譲ったいま
も現役の肝っ玉かあちゃん。

桜
さ く ら

井
い

商
し ょ う

店
て ん

黒滝蒟蒻よもぎの里
奈良県吉野郡黒滝村長瀬 10　年中無休（年末年始休み）

宅配も承ります。お電話ください （※串こんにゃく不可）

TEL　0747－62－2188　FAX　0747－62－2727
営業時間７時頃～１５時頃

　　おばあちゃんたちの村おこし

黒滝蒟
こ ん

蒻
に ゃ く

よもぎの里

わたしたちの一生懸命をご賞味ください！

現 ・代表は岡村美
み

佐
さ

子
こ

さん （７３）

「若い人に入って来てもらってこれからも

元気に続けたい。」 と笑顔で語ります。

蒟蒻作りの工程はシンプルながら、作業はかなり大変です。

ミキサーでどろどろにした芋に凝固剤を混ぜて 30 分近くこ

ね続けてから一晩寝かせますが、 こんにゃく芋はアクが強す

ぎる為、 この段階ではまだ食べることもできません。

一晩寝かせたこんにゃくを重
じゅう

曹
そう

と一緒に大
おお

鍋
なべ

で煮てアク抜き
をし、冷水につけます。 ついに絶品こんにゃくの出来上がり！

女性だけでも楽なように足ふみ式の杵と臼で餅をつきます。

よもぎは旬の春の時期に採りためて一年分を冷凍保存する

為、 年間を通して草餅の品質が安定しています。

オ
ス
ス
メ
は
手
作
り

の
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ソ
ジ
ュ
ー
ス

税
込
１
０
０
円

☆販売商品ご紹介☆

串こんにゃくだけじゃない！

たくさんの商品があるのも魅力

です。 全部試していちばんのお

気に入り商品を見つけよう！！

草
くさ

餅
もち

100 円　蒟
こん

蒻
にゃく

1 丁 400 円

手作り梅干し 500 円

煮卵 3個 200円 （土日のみ）

ぜんざい 200 円（冬季の土日のみ）

黒滝産天然猪
シシ

肉５００ｇ 3000 円

その他商品ラインナップ多数！！

観
光
客
に
は
草
餅
の

セ
ッ
ト
購
入
が
人
気
。

６
個
６
０
０
円
。


